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開日町蜘前誠賀誠

剖！瞬間n惇笠沼会式

待遇

...町民憲章令朗読した寺崎ゆかり さん（治高校3年）とi道用豆〈ん（朝日中3年）
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町
制
施
行
初
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

朝
日
町
ガ
誕
生
し
て
か
ら
初
周
年
を
迎
え
た

8
月

ぺ
l

目
、
関
係
者
約

3
3
0名
の
参
列
を
得
て
、
朝
日

町
町
制
施
行
犯
周
年
記
意
式
典
ガ
中
央
農
協
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
先
人
の
労
苦
を
し
の
び
、
黙
と
う
を

さ
さ
げ
だ
後
、
寺
崎
町
長
ガ
ー
初
年
に
わ
た
る
郷
土

の
発
展
と
舎
自
の
繁
栄
を
思
う
と
き
、
先
人
の
偉
業

に
山
り
か
ら
感
謝
し
疋
い
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
輝
か

し
い
伝
統
と
貴
重
芯
教
訓
を
生
か
し
、
こ
よ
怠
く
愛

す
る
郷
土
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
だ
れ
も
ガ
夢
と
希

望
の
も
て
る
H

活
気
巳
満
ち
だ
魅
力
あ
る
郷
工
’
づ

く
り
に
全
力
を
傾
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
と
決

意
を
込
め
て
式
辞
を
述
べ
ま
し
だ
。
そ
し
て
、
こ
れ

， ． 

、

4’” 

発展を誓って新たな
“ 

－
グ
ラ
フ
特
集
＠

企友好都市釜石市の浜川市長の祝辞

，彰衰を純一
市
川政

K
次
6
v

刊

一
盛
岡

ま
で
町
政
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
だ
方
々
を
特

別
表
髭
し
、
そ
の
功
績
を
だ
疋
え
ま
し
だ
。

ま
だ
、
友
好
都
市
を
結
ん
だ
浜
川
釜
石
市
長
や
長

苔
川
市
議
会
議
長
、
水
島
東
京
朝
日
会
長
怠
ど
来
賓

の
方
々
の
祝
辞
を
い
だ
だ
い
た
後
、
泊
高
校

3
年
の

寺
崎
ゆ
か
り
さ
ん
と
朝
日
中
学

3
年
の
道
用
亘
君
ガ
、

初
閏
年
を
記
意
し
て
制
定
さ
れ
疋
町
民
憲
章
を
除
幕

と
朗
読
に
よ
り
娘
露
し
、
式
を
終
え
ま
し
だ
。

特
別
表
膨
に
輝
い
だ
方
々
（
叡
郁
略
）

v自
治
功
労
鹿
熊
安
正
（
県
議
）
、
中
川
薙
一
（
前

町
長
）
、
酒
井
栄
〈
町
議
）
、

V
社
会
福
祖
功
労

称
得
明
（
前
社
会
福
位
協
調
会
長
）
、

V
保
健
衛

生
功
労
柳
沢
武
秀
（
前
泊
病
院
長
）
、

V
農
業
切
労

米
田
吉
二
（
前
聾
策
委
員
会
委
員
）
、
三
枚
情
施
叡
園

芸
組
合
、

V
芸
術
文
化
功
労
青
柳
政
二
（
財
団
法

人
百
河
豚
美
術
館
理
事
長
）
、
V
紅
会
教
育
功
労
水

野
す
怠
〈
元
連
合
婦
人
会
長
）
、

v体
育
功
労
町
体

育
指
導
委
員
協
調
会
、

V
特
別
感
樹
状
日
東
紡
績

泊
工
場

42
例
日
行
わ
れ
た
釜
石
市
と
の
友
好
都
市
締
結
調
印
式

企「活気に満 ちfこ党主力ある郷土づくり」をと寺崎町長

祝釜厄市と朝日町の友好都市締結調印式

〈。

・・－

－
グ
ラ
フ
特
集

＠klv
ハ
ヨ
づ
／



，特 w通商
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西の横綱

松原さ

東の横綱

小漂っ （蛭谷）

t~原さんは．ゆjdi21年 1月17日生れ．かぞ

えで97ti足。係 5人．ゃしゃチ7人の総師だ。

｛，：~、ころは ． くる日もくる Hも大平の山か

ら炭を却さ出したとのこと。今は仕事は しな

L、が.n分の縫い物は自分でしてしまうとか。
fくよくよと心配する二となく．そして遠慮

せず.I’l分の思うように生きてこられた。そ

れが長牛さにつながゥているのでは」とは家

肢の弁。

と さん
e

土

小i~撃さんは ， Iリjif;20年12J-j 271 1中＇.il.かぞ

えて＂e98i注。これまて寸l均気・ーつしたことがない。

だから．行トかり H!tの朕肴がなく ．耐えにな

った時のことをJすえるとかえって心配とか。

でも.nをカ：1111カζ勺ているわけて’むなく ．’＇＃.
に閉じ総ることなく ，•＇.＇O: むしりなど外のU:

がをしておられる。この分なら．傾治！のt.1:;0'

は当分後~M というところ。 ｛本が丈夫なのと．く

よくよしない11:：絡がぷ’f：.きの終けっとか

や さん

米寿者以上は101名

りJJ15日Lt.r ~~ tの日J です。今年

もかぞえ88災以上の長好者の寄付表を

f1；勺てみました。

見比 ・凶のt¥I,ii山illム Ill：年に’jlき絞き．

小；・苧つやさん（取の償制）と松原さと

さん （内の償制）にな リま した。

J; .人とも．かくしゃくとして. J己

主Lそのしめという印象でした。

ところで．今年度のかそ’え88必以上

は.ll)i勾Lより 6r .. w：えて101？＇，，。 事＇J24.f,
( 23.綜(J,o)/;.:77 r. ( 76. 2%）と圧倒的に女
性が多くな勺ています。

さて．今年めでたく本1・1ミ（88ぷ）を

i.狙えられた｝）々は21.r,（男4名．女17

r.）です。tiYd静！のJ：＞二人に負けないよ
うi三’f:.きしていたI！きたいものです。
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「朝日町の長寿村「

－
特
集
長
寿
者
。

一長寿番付からー
日
本
人
の
平
均
々
へ
叩
は
男
女
共
に
世
界

一・

出力刊
・初
段
。

女
乃

・
市
歳
と
、
ま
さ
に
H

人
生
初
年
時
代
u

と
な
っ
て
い

ま
す
し
か
し
、
世
界
の
三
大
・K
M地
帝
と
い
え
ば
、
ソ
逓

の
コ

l
カ
サ
ス
地
万
に
あ
る
グ
ル
ジ
ア
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
フ
ン
ザ
、
市

米
エ
ク
ア
ド
ル
の
ビ
ル

カ
バ
ン
パ

v
1
0
0
必
以
上
の
高
働
者
は
川
h

人
に
つ
量
＼
グ
ル
ジ
ア
い
か
却

－
J

人
、
フ
ン
ザ
が
口
入
、
ビ
ル
カ
バ
ン

パ
が
日
人
も
い
る
”
そ
れ
に
比
べ

、
H
iや
は
グ
ー
ン
と
少
な
く
、
わ
ず

か
l・

白
人
と
な
っ
て
い
ま
す

と
こ
ろ
で
、
朝
日
町
で
は
、
か
ぞ
え
ω∞
必
以
上
の
方
は
l
o
l
名
（
9

月
日
H
坑

ι－
ニ
れ
を
地
区
別
に
日
比
る
と
、
泊
が

一
漆
多
く
、

U
u
h
、

次
い
で
小
問
削
除
の
悶
名
、
し
人
家
山
の
打
名
、
山
崎
の
は
名
と
続
い
て
い
ま

す
”一
…
円
グ
ラ
フ
参
山
m
…）

と
ニ
ろ
で
そ
れ
を
人

u
F
人
当
リ
人
数
に
換
算
し
て
み
る
と
．

番
多
か

っ
た
的
は
3
・
4
人
と
少
な
い
打
か
ら
2
番
目
に
な
り
、
代
わ

っ
て
．
市
川
似
が
ほ

・
6
やれ
と
ダ
ン
ト
ツ
の
ト

ゾ
ブ
に
な
リ
ま
す
し
か

も、

削
九七体
で
は
5
・
4
人
で
す
か
ら
、

2
M以
卜
の
術
伎
で
制
段
以

上
の
トル
が
お
ら
れ
る
こ
と
に
な
リ
ま
す

つ
ま
リ
、
制
U
町
で
は
、
市
川
陣
地
区
が

一
擦
の
U
K
M
村
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す

さ
て
、
府
保
も
町
内
別
に
見
る
と
、
竹
の
内
に
は
5
名
が
お
ら
れ
、

千
人
当
リ
で
見
る
と
、
山
口

・
6
人
と
な
リ
ま
す
。
ま
た
、
川
じ
5
申引
が

お
ら
れ
る
越

（市川休
）
を
T
人
当
り
で
見
る
と
、

U
－
O
人
と
な
り
、

竹
の
内
に

一
歩
・必
っ
た
物
川
町
と
な
り
ま
す
e

千人当たり高紛者人口
12.6 人

12 

II 

5.4 

大 山南五 笹宮 朝

家 箇泊 境目

庄崎保庄 川 崎 町

9.4 

6.7 

4.0 
3.4 

池

区

名
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F
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e•：偽
号窃＠
窃ωと＠

こんにちは．僕.aです。みんな僕
のこと fツッ君J て呼ぶんだ。 3つ
υ；， ！、

上の大樹お兄ちゃんに名付けてもら

い．とても気にいっているんだよ／

今• I容が好きで．とくにパスがl

番。パスカ：.iJbるたびに「パシュー，

パシュー」と手を桜るんだよ。早〈

パスに乗りたいなグ

朝日町t完 水品i市三さん次男翼く

ん（昭和58年4月16日生れ）

県
の
青
年
議
会
に
出
て

自
分
自
身
を
磨
き
伸
す

昭
和
問
年
度
の
富
山
県
青
年
議
会

議
員
に
、
朝
日
町
か
ら
は
た
だ

一
人

扇
谷
総
明
さ
ん
が
当
選
さ
れ
、
日
月

お
日
の
本
会
議
に
向
け
勉
強
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、

一樹
谷
さ
ん
に
ス

ポ
Y

ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。

岡
谷
さ
ん
は
、
昭
和
幻
年
日
月
8

日
生
れ
の
幻
歳
。
山
川
崎
生
れ
の
山
日
崎

官円ち。昭
和
田
年
3
月
に
不
二
越
工
業
高

絞
を
本
業
さ
れ
、
将
米
有
望
そ
う
な

会
社
と
し
て
、
広
山

L
業
に
入
社
。

以
米
出
中
一
郎
工
場
に
勤
務
し
て
お
ら
れ

λ
v
。ま
た
、
卒
業
と
同
時
に
、
宮
崎
校

下
青
年
聞
に
入
問
。
日
年
は
、
白
崎

ウインドサーフインクラブ

JAPAN-SEA 

県
下
で
も

よ
位
に
ラ
ン
ク
づ
け

山
私
た
ち
は
、

附
初
日
年
に
結
成
し

た
w
H

・

s
－

F

｛
ウ
イ
ン
ド

・
サ

1

7

ィ
ン

｝
ク
ラ
ブ
、

J

A
ド
A
N
I

S
E
A
（
ジ
ャ
パ
ン

・
ン
｜
｝で
す
旬

収
作
、
ク
ラ
ブ

M
は
糾
日
、
人
湾
、

川
応
部
に
休
む
げ
れ
で
、
う
ち
4
れ
が

ル
弘
掛
川
で
す
，

今
年
行
わ
れ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

校
下
青
年
団
の
副
団
長
を
勤
め
、
今

年
は
、
連
合
脊
年
団
の
常
任
理
系
に
。

ヌホット
＼ライト

ん

富山県青年議会議員
ひろあき

扇谷裕明さ

そして6月に、富山県青年議

会議員に立候補、みごと当選さ

れました。

なぜ県の背年議会議員に立候

補されたか尋ねると、「青年談

会に出るニとで、いろんなこと

を吸収し自分自身を騰さ伸した

年 till 行本 各t也のイベント＆レース参加ツアー
l月 厄日セーリング

2月 スキーツアー

5月 スプリングセー’lング

6 JI ビギナースクール パドワイザーカップ｛八震；，1里浜｝

7H ，， ¥?, I~民 ｛ 八東i聖i兵）

日H ，．、，‘ 1行
北日本カップ （続縦）
.'!.',ffl；三卜周年（：fi凶）， {j 万イj（金；1~ ）

¥I )j Ht;：）カ ，ヮ 」t {,! 総 （~＇崎刈）

：川：o：仁；忘 年 公 ; セールオン t野ltt湖J)

リ
ン
ピ
ソ
ク
に
、
ヨ

ゾ
ト
部
門
の
新

純
白
ウ
イ
ン
ド
グ
ラ
イ
ダ
ー
ぬ
と
し

て
は
用
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
を
広
め
よ
・
7

と
初
心
打
ス
ク
ー
ル
を
開
校
し
て
い

ま
す
。
治
L
Z
M
の
ス
ク
ー
ル
に
県

梅よ
津ず

（裕晦

ま美み
町 子 二

20さ
容ん

か
っ
た
か
ら
。
そ
れ
と
、
地
方
に
い

る
せ
い
か
、
県
政
が
ど
の
万
向
に
進

も
う
と
し
て
い
る
の
か
、
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ぷ
れ4
引

が
県
政
に
対
し
て
無
関
心
に
な
っ
て

し
ま
う
。
今
は
、
こ
う
し
た
懇
循
環

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
，
M
分
内
身
、
県
政
を
少

し
で
も
甥
解
し
た
い
と
思
っ
た
し
、

ま
た
、
県
民
だ
れ
も
が
県
政
を
分
か

る
よ
う
な
施
策
を
議
じ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
た
の
で

立
候
補
し
た
」
と
、

や
る
気
の
あ
る
と

こ
ろ
を
比
せ
る
。

そ

こ

で

モ

ッ

ト
ー
に
し
て
い
る

言
葉
を
尋
ね
る
と
、

『
似
性
と
い
う
言

集
が
釘
き
で
す
。

今
の
持
者
は
、

山
分
も
含
め
て
、

あ
き
ら
め
や
す
い

t酒・＂＂＂ご司~ ，·~ ..， 
お父正予ん． お母さん。お子；：.んの

写真に簡単な紹介文を付けて．役場

総務課まで送ってくださいか

と
思
い
ま
す
。
何
ん
で
も
恨
性
を
も

っ
て
や
れ
ば
、
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
U

と
の
こ
と
。

鮫
後
に
特
に
訴
え
た
い
こ
と
を
尋

ね
る
と
、

「
来
者
は
、

一
度
で
い
い

か
ら
脊
年
問
の
集
合
場
所
に
米
て
ほ

し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
か
な
ら
ず
青

年
団
の
良
さ
が
分
る
は
ず
で
す
。
見

も
し
な
い
で
、
鎌
勺
て
い
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
U

と
連
市
刊
の

R
4ら

し
い
一一
首
楽
で
し
た
。

壇砲事帽胴輸

a噛暗唱M・a

，ー－－－-..... 
－ ．． 

内
各
地
か
ら
別
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
が
、
半
数
以
上
の
方
が
女
性
で

ピ
ッ
ク
リ
し
て
い
ま
す
。

3
年
前
、
山
私
た
ち
が
県
内
初
の
定

期
レ
ー
ス
と
し
て
始
め
た

H

宮
崎
カ
γ
プ

も々、

A
ー
で

は
昼
食
の
た
ら
什
の
せ
い

か
H

た
ら
汁
カ
ッ
プ
”
と
よ

ば
れ
、
県
内
谷
地
の
ウ
イ

ン
ド
サ

l
フ
ァ
ー
が
集
い
、

脱
伐
と
と
も
に
縦
時
を
川
休

め
る
場
に
な
り
ま
し
た
。

作
セ

l
ル
一
一
杯
に
、

u

本
海
の
訓
胤
を
受
け
て
、

波
し
ぶ
き
と
共
に
、
ボ
ー

ド
は
大
滑
定
印

私
た
ち
は
、
ニ
ん
な
ト
川

存
を
タ
u
見
る
ス
テ
キ
な
仲

間
を
大
紋
迎
し
ま
す
。

存
地
の
イ
ベ

ン
ト
、
レ

ー
ス
に
も
償
鋭
的
に
参
加

し

山
町
内
て
も
ト

μに
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
ν

川ド小

スキー
パラレルをマスター／

＊勤務先

i;¥ II lテツタルスタジオ（i;'; 11 J tli tij1，芭）

スポーツ

＊趣味

（；：・2袋鉱抗．

1t 

内

一
の
ク
ラ
ブ
チ

l
ム
で
、

セ
｜
リ
ン
ク
し
ま
せ
ん
か
。

ジ
ャ
パ
ン
・
シ
｜
会
長

必汁

1z－’し

t
i
J
 

u山石

－
み
ん
な
の
広
揚
＠

私
た
ち
の
海
や
川

境
小
学
校
6
年

水
島
正
代
さ
ん

夏
は
、
近
く
に
泌
が
あ
る
の
で
泳

ぎ
に
行
き
ま
す
。
砂
浜
を
歩
い
て
い

る
と
か
な
・
句
ず
ゴ
ミ
が
決
ち
て
い
ま

す
ω

ニ
れ
か
ら
海
に
人
る
の
に
ゴ
ミ

が
議
ち
て
い
た
ら
、
と
て
も
い
や
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
ω

向
こ
う
の
打

か
ら
ゴ
ミ
が
流
れ
て
く
る
と
泳
ぎ
た

く
な
く
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
ゴ
ミ
を
鈴
て
る
か
ら
泌

が
よ
ご
れ
る
の
で
す
。
だ
れ
だ

勺
て

海
や
砂
浜
が
よ
ご
れ
て
い
た
ら
い
い

感
じ
が
し
ま
せ
ん
。
や
っ
ぱ
り
み
ん

な
が
ブ
ミ
を
伶
て
な
い
よ
・つ
に
し
、

ゴ
ー
が
落
ち
て
い
た
ら
進
ん
で
姶
っ

て
、
ゴ
ミ
ば
こ
に
折
て
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
・
っ
す
れ
ば
、
転
た
%
の

海
は
い
つ
も
き
れ
い
で
、
．

aは
来
し

く
泳
げ
ま
す
。

山
私
た
ち
は
、

ト
昨
年
児
取
ク
ラ
ブ
で

一
供
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
を

給
っ
て
い
ま
す
6

ゴ
ミ
・
小
く
ろ
の
中

は
す
ぐ
に
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

よ
く
孫
ち
て
い
る
の
は
、

ι小
ゃ
あ

き
か
ん
な
ど
で
す
ω

も
し
、
こ
め
そ
う
じ
を
秘
た
ち
が

し
な
か

っ
た
ら
だ
れ
が
す
る
の
で
し

ょ
う
。
み
ん
な
が
浜
へ
米
て
ゴ
ミ
ル
」

除
て
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
私
た
ち

も
ゴ
＝
、
な
ど
品
川
わ
な
く
て
も
い
い
の

で
す
れ
川
は
泌
よ
り
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が

あ
り
ま
す
e

そ
し
て
、
水
も
す
ご
く

よ
ご
れ
て
い
ま
す
“
川
の
ゴ
ミ
は
、

取
れ
る
け
ど
、
き
た
ら
く
て
取
る
んバ

が
し
ま
せ
ん
w

け
れ
ど
、
川
に
的
て

る
こ
と
は
す
ぐ
で
き
ま
す

こ
の
ゴ
ミ
が
流
れ
て
い
く
所
は
、

泌
な
の
で
、
ま
ず
川
を
き
れ
い
に
し

な
け
れ
江
尚
も
さ
れ
い
に
な
リ
ま
せ

ん

海

L
川
も
ぜ

勺
た
い
に
ゴ
ミ
を

約
て
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
‘

II日千115!1Sfの：iJ l に山山 Niff'~総｛'I？：院

H: I. I：科を‘作E；し. ..＼けから・1:11l1テン

タルスタジオ t1'>IHHLUに勤fl,..必

Nii • .rp.；ぱ． メタル コアーなどをf1＞勺て
います3 勤務U.'flllJがiといので．l’i分の

llSllllがりてない，ど，，か旅行にti'きた

L‘なJ

今年｛ま． スキーのハラレ ルをさらん

とマスターしたい〈んそれと． ( IJUJ: 

いと iiわれるので． もリとし っかけ決

ちついた手l州%を1-Jてるようになリた

結締U：.， できれば恋愛紡略したい。

そして．槻 （－でスキーに行けるような

スポーツ好きの家庭カ旬、いな。

斑想、の人をi・2能人にたとえると．ス
ポーツマンだから..'i川見可. u~ ； lてμ；
八がL‘いと思っています。

トlll祉の 九人’~Oi長

＊家族織成

1tl1j 縦と妹．

－
み
ん
な
の
広
場

＠広．

U
G－－v
Q
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施設の子を招き
家庭のふれあいをサービス

8
月
日
日
・

同
日
の
刷

H
．
町
内
の
附
全
線
さ

ん
の
協
力
に
よ
り
、
児
曹
昆
養
み
施
設
富
山
愛
育

閣
の
子
供
た
ち
を
紹
き
、

一
日
mh
説
会
を
行
い

＃
4F
l
』
れ
～
。

こ
の

一
日
早
．説
会
は
、削
除
宮
崎
お
と
別
れ
て
地

設
で
集
団
生
活
を
送
る
チ
供
た
ら
が
、
刷
れ
副
硯
の

家
族
と
と
も
に

一
泊
二
日
の
家
経
ル
仁
川
を
体
験

す
る
も
の
で
す
，

子
供
た
ち
は
、

2
川崎
か
ら
小
学
2
年
ま
で
の

お
名
で
、

2
人
が

一
刻
に
な
リ

mk
税
毛
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
‘
家
肢
と
貰
い
物
に
出

か
け
た
り
、
子
伝
い
を
し
た
り
、
一
家
だ
ん
ら

ん
の
食
事
や
花
火
に
興
じ
た
り
、
海
水
浴
や
ハ

イ
キ
ン
グ
を
裂
し
ん
だ
子
も
い
る
よ
う
で
す
峨

，、... 
~·，ー、

… Aド·~＿... : 
企 7月15日．朝日町母子梅干止会が綾子バーベキューの集い（三崎グリ
ーンランド）綾子24名が参加し．藷らいとバーベキューを楽しんだ．

ど
の
チ
も
明
る
く
、
人
な
つ

っ
こ
い

f
供
ば

か
り
で
、
こ
の

2
日
間
、
久
し
似
リ
の
家
庭
の

生
川
を
体
験
し
、
川
h

械
の
見
送
リ
に
名
山
川
似
し

そ
7
に
施
設
に
州
っ
て
い
打
き
ま
し
た
。

一
U
削れ
縦
と
し
て

f
供
を
捌
か
り
‘
心
川
憎
か

な
本
仕
を
闘
っ
た
次
の
方
々
に
深
〈
感
謝
い
た

し
ま
す
。

｛似
品
料
叫
町
｝

本
以

一
山花
（

岐

）、
小
林
哲
男
（竹
の
内
｝、

松
本
似
縦
｛点
下
町
）、

桝
井
敬
三（
幸

町

六

一半
以
時

二
キ

町

）、
魚
津
銀
次
（筑

川
て

大
沢
龍
松
（ル
小
野
ぺ

何
回

中川
（川

山

）、

松
原
必
行
（齢紅

白げ
）‘
竹
内
光
男
（佐

谷
）．

兜
熊
仰
．

－
殿

町

）‘
逃
．ト
旬札口品川
（紛
糾
打
｝、

~ l おりがとう
おたたかい志
羽田町善意銀行
( 7月11日～8月10日）

楽しく上達

親子水泳教室

8
川

l
H
1
3
H
（前
期
｝と
お
川
7
H

1
9
臼
（
後
期
）の

6
日
間
に
わ
た
リ
、
制
椛

－fω
名
の
参
加
を
得
て
、
制
椛
チ
水
泳
教
主

が
町
営
中
央
プ

l
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
“

最
初
は
、
水
に
入
る
の
も
怖
が
り
、

山中

に
は
枕
〈
’
b
s

さ
え
い
ま
し
た
が
．
「副
叫
チ
の

水
の
胤
聞
け
ん
u
い
」「
ワ
ニ
き
ん
ゴ

サ
コ
」
な

ど
、
組
向
を
こ
ら
し
た
内
山
介
と．

適
切
で

思
い
や
り
の
あ
る
縁
側
の
桁
与
に
よ
り
、

首

m
M
回
下
新
川
郡

三
町
々
長
杯
野
球
大
会

7
月
幻
自
、
泊
目
、
の
の
け

5
u

の
3
日
間
に
わ
た
り
、
朝
日
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
第

同
組
下
新
川
郎
三
町
々
託
料
品
軌
式

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
郎
下
町

チ
l
ム
が
参
加
、
品
開
…械
を
総
リ
広

げ
ま
し
た
a

V
準
決
勝

川派
部
峡
符
鉄
道
4
1

0
小
央
農
協
、
行
柳
ク
ラ
ブ

2
1

0
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
決
勝

m．…
部
蚊
谷
鉄
道
6
1
5

l
H州
ク
ラ
ブ

マ
μ
取
叫
問
符
…必
子
杭

マ
μ
取
憾
止
ル
打
い
引
役

宅’
’’リ’a吋
M
u
m
”＆・・、

守、
．ゐ”吋”
M
w
t
s
’

山
川
保
連
一
．

川
中
災
之

仙
名
・二
一般

柔

道
マ
例
人
口
J
級

新川地区中学校選手権大会

日．
0

叫
棋

は
山

．
a

級

m
．
0

川
柑

新
体
操

マ
倒
人

E慎

琢

（
女

f
）

• 7 月 28 日. ~2 図町老人ク
ラブ連合会ゲートポール大
会 （朝日中グランド）．
町内24チーム （約 150人）
が参加。優勝 平柳8チー
ム．次勝大稼庄チーム．
三勝治2区婦人チーム

マi守.1111会教l仙：・：ii刈..!iffl~ ：きんより

50 . ooo 111 
マ・，.；¥ILiVMt動向~＊ll｛~さ んより

10. OO()fl J 

マ Ii.阿ii:M入会さんより
~￥.有j 528f文

マilCI_. 小竹f'Oよさんより始｛！｝
物科i労金をど.OUυ円
マ・，.：i山.：i Lil由布陣久さんより 硬

l't ：~ . 296Pl を交通安全のため

にと桁定；作付

マ絵i1/BIT 水1:.vhf千if；さんより
亡』i剥lrさんの供養と して

川0.000川

は
と
ん
ど
の
子
供
が
水
に
浮
く
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
中
に
は
‘

自
由
に
泳
げ
る
ま
で

に
な
っ
た
子
供
も
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
綾
子
水
泳
教
卒
、
年

々
参
加
者
が
楢
唱
え
て
い
ま
す
が
、

6
8

聞
と
い
・
ヲ
短
期
間
な
た
め
、
も
っ
と
絞

け
て
ほ
し
い
と
銭
念
が
る
子
供
も
い
て
、

好
評
の
う
ら
に
終
了
し
ま
し
た
・

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル制
日
中

J
m

’’
I
L
H
’
 

l
l
t
 

（刷H
r
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2 
1立

f.ii: 2 1 1 1 2 1 
｛立1伝 f..J:f ,z f)I: fι 

山
本
作
造

新
川
義
脳
内

水
－M
光

一

以
H
此
ι
砂

川
村
陽

一

水

野

沙

陸

上

『附
H
f）

。2
年
別
じ2
依

存

m－K
久
技

‘2
・3
年

3

F川
町

長
待
相
也

住
K
H
お
人

2 2 
i立｛立

。
走
幅
跳

。
走
高
銚

初
日
中

2 
{ii: 

岩
城
太
二

｛立

旧
小
か
お
り

i
！
？
l

、ー

剥
刊
山
仰
J
サ
J
U
AN

2 
{ii: 

2 
1立

州制U山中
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号
準
決
勝

符
川
3
1
2
山
崎

一山

一
区
1
1
0
的
－－

K

決

勝

尚一川
2
1
1
山

一

μ

n
b
n
u
n
U
 

＠ 

募

集里
貌
さ
ん

械
の
死
亡
や
飛
州
、

家
山
、

厳
絡
な
ど
の
た
め
に
．
家
山地
で

午
前
で
き
な
い
不
ゃ
な

f
供
が
、

県
内
に
は
約
2
9
0
名
お
り、

そ
の
多
く
が
長
官
州
地
設
や
礼
児

院
で
民
民
有
さ
れ
て
い
ま
す

f
供
が
人
間
と
し
て
よ
H
つ
に

は
、
み
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
械
の

出
か
い
愛
怖
に
よ
る
文
え
が
必

袋
て
す

「
削
減
」
は
、
家
経

に
必
ま
れ
な
い

f
供
を
縦
代
わ

り
に
な
勺
て
削
か
リ
、
家
紋
ぐ

る
み
で
他
や
か
に
打
て
て

い
ニ

う
と
い
・7
制
止
て
す

引

で
は

叩
縦
さ
ん
を
ボ
め
て
い
ま
す

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の

U
似

た
む
か
ん
が
叱
を
ボ
め
て
い
ま
す

州
制
川
町
に
川
崎
、
削
何
什
刊
お
れ
の

ゆ

l
u
z
h！・
3

、，
a
－
て
、
：
ー、
、，・
0
t・

Mltdん
J
u
t
－

4
j
d
l
H
H

か
mlぃ縦
の
山本山胞
で
位
や
か
に山川

て
ら
れ
て

い
ま

T

あ
な
た
も

’l
供
そ
打
て
る
叩
・
叫
に
参
加
し

て
く
た
さ
い
ま
せ
ん
か

れ
い
削
叱
叶
川
文
・
－
J

．
二
ハ
リ
下
’

，i
t－
－
’

t
，

C

μ
1
 

い
内
科
や
、
ご
州
ぷ
は
トん
ぷ
に

・
山
山
児
市
．州

d
v州

（
E
0
7

6
4
1
山

4
0
0
り

｝

－mk縦
促
泣
い
H

．十
以
山
門

し
氏

F
A
市
町

宮

山

1
2
5
1
7
－

・
役
場

M
M係
及
び
悦
九
五
仙
祉

協
成
会

福
井
県
丸
岡
町
を
訪
問

第

3
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

県
外
交
流
会

ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
以
幻
名
、

街
川
骨
折
3
名
の

一
行
m
u
h
は、

他
川
知
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
い
れ
と

ス
ポ
ー
ツ
を
泊
し
て
交
流
す
る

こ
と
に
よ
リ
、
リ
ー
ダ
ー
の
行

成
と
み
H
町
の
’
川
上
を
川
ろ
・
っ
と

0
0
け

4
M
｛
・仁
｝と
5
け
『
川
｝の

州
日
、

一制
作
山
町九
同
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
川
を
訪
問
し
ま
し
た
‘

一
一行
は
、
地
・rぬ
の
ス
ポ
ー
ツ

少
年
同
と
サ

ソ
ヵ
ー
や
野
球
の

ぷ
へ
H

を
行
・
ヲ
な
ど
、

山叫
叫
町
と
友

山
川
を
深
め
る
と
と
も
に
当
初
の

日
的
を
達
成
し
、
・
ん
’
A
に
保
町

し
ま
し
た
d

d

司
叡
迎
の
こ
と
ば
を
う
け
る
少
年
団

。
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どんな ものがあ

r’E E 体去、
町
一随

一州

型
船
一

j凶~）：される年金には．

りますか。
問

jJfl nーされる年金は．いわゆる公的年金
といわれる次の8つです。

①［Iii I己年全 ②厚呼J：年金 ③船員保険

④［fl家公務上i共済組合 ⑤地万公務員等共

I内総L-7ト ⑥私、〉：午校教峨只Jl<1向車Jl合 ⑦公

共食業休職！~Jl<l向車[l{i-（［主u九屯々公社．
呼光公社に勤める人が加入） ＠農林漁業

i有休職員共治組fr（農協．漁協. .集林組合

などに勤める人が｝)fl入）

答

ボ
ケ
な
い
た
め
に

S月のけんとう

あ
る
調
伐
に
よ

る
と
、
白
川
凧
1
河

ル
械
で
は
叩
人
に
1

人
以
上
の
訓
A
H
で

ボ
ケ
在
人
が
お
り
、

別
冷
械
を
岐
に
急

m

し
、
部
川
崎
以
上
に
な
る
と
4
人
に
l

人
が
ボ
ケ

E
人
だ
そ
う
で
す
ω

「
人
↑
削
年
」
と
い
わ
れ
る
今
日
、

ボ
ケ
て
し
ま
っ
て
は
光
尖
し
た
左
後

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

心
身
の
在
化
が
推
に
も
ギ
等
に
訪

れ
る
こ
と
を
々
え
る
と
、
ポ
ケ
は
決

し
て
他
人
事
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
タ
イ
プ

ボ
ケ
に
く
い
／

人
の
世
話
を
す
る
の
が
針
き
る
人

震

の
献

血
7
月
実
施
分

宮
崎
地
区
水
島
俊
雄
、

ィ
、
古
川
八
秋

笹

川

地

区

折

谷
光
平

泊

一

区

亀

谷
政
秋、

清
原
為
丹
、

高
傑
明
、
下
山
際

泊
ニ
区

谷
幸
子
、
山
国
義
光
、
寺

出
美
代
志
、
寺
崎
徳
チ
、
中
村
扶

笑
チ
、
一
悩

aMみ
ゑ
子
、
松
原
志
好
、

仁；

協
力
者
名

,.'°"ct''.'-,..<'W¥o.公民館もよおしガイドー－
I 9月の学級・教室・講座案内

宮
川
佐
T

・
1
中
や
新
聞
を
よ
く
読
む
人

．
筆
ま
め
な
人

・
よ
く
し
ゃ
べ
る
人

・
感
動
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
人

・
い
つ
に
な
っ
て
も
、
人
生
の
ん
取
り

と
生
き
が
い
を
求
め
続
け
る
人

あ
な
た
は

ま
す
か
。

い
く
つ
当
て
は
ま
り l年にならない魚i.~、 JtllllllがMli!Iあって

もjffitt：されますか。

I Ell込年金.Jが’J：.年金．荷台以保険で，i,

l年にならないm11:11n ( filJ t凶あゥてもその
llll聞を介n；して i年以
.J・になれば. ilflt}：の付

象とします。 r II~偏
Jl.;7汽車tlイ？て・li,Mlw 

あって もilflil・の対象と

はなりません。

問

答

－
く
ら
し
の
情
報
室
⑪

図
直
官
官
直

相
談
の
あ
っ
た
主
な
内
容
（
全
凶
）

O
交
通
い
サ
機
、
道
路
燃
品
川
、
防
犯
、
公
心
抗
日
、
思
給

な
ど
に
つ
い
て
ω

O
不
動
必
殺
記
、
心
的
業
品
（
日
記
、

．い
除
な
ど
に
つ

い
て
u

o
小
校
教
打
、
社
会
教
打
、
文
化
財
な
ど
に
ウ
い
て
。

O
生
前
保
持
崎
、
年
金
、
身
郎
打
、
主
人
一M
M．
陥
没

ぬ
ゃ
な
ど
い
つ
い
て
。

O
農
地
i
k
川
、
ト
し
地
改
良
、
農
業
川
施
ぷ
、
お
怖
林
・

水
産
・
市
産
な
ど
に
つ
い
て
。

O
消
代
打
川
除
機
、
従
力
、
中
小
仏
似
た
な
ど
に

つ
い
て
の

O
旅
存
・
代
物
自
動
車
川
島
業
、
，
H
動
市
川
主
賠
償
保
必
等
に
つ
い
て
れ

O
郵
便
物
集
配
、
貯
令
、
附
川
い
初
似
険
、

U
U
U
T川
な
ど
に
つ

い
て
。

O
M
別
保
険
、
労
災
保
険
、
戦
業
山
本
辺
、
労
働
法
午
な
ど
に
つ

い
て
ゆ

O
道
路
、
川
川
、
都
市
川
市
川
州
、
八
ム
川
凡
ハ
収
山
じ
、ん
じ
地
造
成
叶
un，に

つ
い
て
，

こ
れ
ら
の
な
か
で
も
、
道
路
、
川
川
、
年
余
、
門
川
収
品
川
午
、
ハ
父
泌

安
全
な
ど
同
氏
の
円
山
一
伯
仲
仁
川
と
聞
係
の
押
怖
い
ニ
と
が
・
り
に
つ
い
て
の

相
談
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

相
談
は
す
べ
て
終
衝
で
あ
リ
、
無
料
で
す
h

れ
八
れ
に
ど
・
7
ぞ
。

〔
刊
行
政
相
談
日
〕

（
定
例
）

。
ト
均
月
第
l
、
第

3
火
山
川

H

A
川
時

1
3
時
〕

。
州
場
刈
は
、
朝
日
町
悩
制
セ
ン
タ
ー
A

宮
川
1
0
5
7
6｝

〔行
政
相
談
委
H
H
〕

。
加
必
八
郎
一
山

2
4
3
（
点
ド
町
）
台
回
1
2
り
G
3

（
い
つ
で
も
aH宅
で
州
議
を
叉
け
て
い
ま
す
h

・古
川
て
も
結
愉
で
す

）

ボ
ケ
な
い
た
め
に
は

①

常
に
頑
を
使
う

体
は
使
わ
な
い

で
い
る
と
、
そ
の

働
き
が
低
下
し
ま
す
。
脳
も
同
じ
こ

と
で
す
。
「
テ
レ
ビ
が
何
よ
り
の
楽

し
み
」
と
い
う
お
年
海
り
が
け

つ
こ

う
お
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
テ
レ
ビ

は
あ
く
ま
で
も
受
け
身
の
も
の
で
す
。

鹿
能
…
久
之
、
大
級
多
山
骨
子
、
魚
住

M
H
f
、
一
品
岡
敏
紀
、

ヰ寸
崎
ゆ
か
り

泊
三
区

平
坂

Mm美
、
山
本
修
、
併

川
謙

一
、
砂
悶
良
弘
、
河
村
治
、

必
浦
久
美
チ
、
花
房
順
子
、
加
れ

小
百
合
、
折
谷
串
晴
美

五
箇
庄
地
区
一
供
川
治
、
金
井
忠
、

t
n
江
伊
吹
、
西
問
美
香
子
、
ト
ャ
サ
悶

祭
、
江
端
悶
美
、
曜
嶋
田
病
之
、
小
平

田
幸
雄

南
保
地
区

大
森
修
、

却
甘
凶
俗
、

．長
市
山
治
山
崎
、

1
て
屯
吋
ー
一

f

－E
S
向
例

S
T

州
制
の
訴
さ
を
似
つ
た
め
、
本
や
新
聞

を
読
ん
だ
り
、
子
紙
や

H
H比
を
品川
く

な
ど
、
脳
の
神
科
川
柳
胞
に
絶
え
ず
治

力
を
与
え
ま
し
ょ
う
。

②

大
切
に
し
た
い
人
の
鎗

狐
仙
似
な
お
年
寄
り
は
、
ま
す
ま
す

ボ
ケ
や
す
い
も
の
で
す
。
Y
H
来
を
分

か
ち
合
う
家
経
や
州
出
州
で
き
る
友
人

な
ど
、
い
つ
ま
で
も
こ
う
し
た
人
た

ち
と
の
つ
な
が
リ
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

③

高
血
圧
を
予
防
す
る

脳
卒
中
は
ボ
ケ
の
も
と
に
な
り
ま

す
か
ら
、
～日川胤
圧
や
脳
動
脈
略
化
の

人
は
、
出

分
を
段
、
え

る
な
ど
、

高
血
圧
の

予
防
に
心

術
け
て
く

だ
さ
い
。

山
崎
地
区

米
字
上
心
、
常

μ
汽
久

f
、

小
沢
苧
宏
、

k
弔
問
所
、
森
岡
町
山
・
城
、

初
回
－
M
代

f
、
制
同
日
』
山
円

大

家

圧

地

区

桜

井
ゆ
か
り
、
“
紙

山
王
チ
、
坂
U
労
山
崎
、
山
悦
熊
健
三

｛
山
品
名
）

多
回
数
献
血
で
受
彰

白
山
県
知
事
感
謝
状

（
刊
凶
以
上
）

山
川
崎
水
品
広
’
十
人
さ
ん

ぶ
ト
千
銀
色
作
功
点
H
十
｛
初

M
以
上
）

ヂ
柳
・
中
ド
桝
川
治
彦
さ
ん

園
富
山
県
司
法
書
士
会
か
ら

円前
山
県
司
法
書
上
会
で
は
、

ωけ
l
u
の
法
の
日
に
、

託
、
訴
机
品
世
口
制
州
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
聞
き
ま
す

お
れ
パ
併
に
利
川
し
て
く
だ
さ
い
“

時

叩

け

l

U
（
川
）
午
前
川
時

i
午
後

1
叫

刈
朝
日
町
一
悩
社
セ

ン
タ
ー

又
λ

，し、

J

，、
喜一

：

z
 

場 fl

圃
（
財
）
住
宅
・
建
築
省
エ
ネ
機
構
か
ら

か
作
文
募
集
4

家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

一
つ

一
つ
は
小
さ
い
も
の
で
す
が

家
庭
を
あ
ず
か

つ
て
お
ら
れ
る
輿
械
の
日
頃
の
杭
ま
い
の
行
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
の
経
験
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
は
か
の
ん
々
の
参

考
と
し
て
も
ら
う
た
め
、
「
住
ま
い

の
省
エ
ネ

・
私
のは杭
験
」
と
題

し
て
作
文
を
ぷ
集
し
ま
す
。
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
ω

O
テ
ー
マ

「
住
ま
い
の
省
エ
ネ
・
似
の
約
験
」

。
応
募
資
料
家
嵯
の
主
婦
な
ら
ど
な
た
で
も
。
た
だ
し
l
人
l
点
。

。
提
山
川
紙

H
D
5
州
、
ヨ
コ
丹
5
4
0

リ
h
f
e川h
リト
H
以
以
一
日
吋

H
武
5
市
川
限
定
。

1
’

似

4
1
u
l
t
i
－

－

｛

！

な
ト
心
、
川
じ
大
き
さ
の
除
制
川
紙
の
別

紙
に
氏
名
、
ハ
任
所
、
屯
品
添
ひ
、
年
船
、

版
業
を
明
記
し
て
く
ど
さ
い

O
締
切
応
町
野
締
切
は
附
和
的
年
日
け
い
判

日

（
必
治
）

佐
山
光
（
財
）住
宅
・
山
総
築

符
手
不
ル
ギ

l
機
偶
作
文
募
集
係

干
附
氷
点
郎
池
－

μι
作
以
．

1
6
1
m

O
賞

l
w，
｛
也
品
仏
大
川

N
q－
mじり川、

2
ち
刊
行
川
、

3
w，
3
h川
な
ど
e

館
一節
一節
一節
一館
一節
一紘
一
混
一館
一節
一銃
一館
一鉱
一
銃
一加
工
飢
一館
一
銃

二
竺

川

一節
一
郎

川

悦

一

一

一

成
一統
一節
一
品

作
一
一

己
一
一

Jt
一と
一

一
ー一

Jt
・
一
一
－十
・
一B
・
一
lE
・
一・1
一
一K
一
・1
J
I－－
一
己
・
3
一
民
一
己
7
k

uu
J
t
一
一

h
一jt
一・に

一れ

，k

i

J
t
－
l
一れ
一
・に
一
れ
一オ
一
h
－
t
一
jt
一
Jt
j
t
－h
一
汁
F
L
P
町

t
－
h

h

－
け
で
わ

－
l

汁

i

一

：
一l
－
i
一5

て
1
・
公
一
l
－
公
一
一
l
一
t

一公
一
、、
一i
一
1
7
1
－i
一5
一
乞
一
E
E
l
－
E

十
：

z
f、二
、．

Z
J
－
－
’
一
’
－
’
．2
一、
一
、‘

一
ii

0

・一
L

一此
一
公
一山
一fi
一

一M
一川
一M
一公
一
公
一
公
一公
一ね
一
川
一
μ
一
公
一
M

JM

川
一uu
～
H
－
JH．
一
日J

，
－
，
一
μ

一前
一
川
↑
2
一i

L
L一糾
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町への寄附l

0 i(Iのj，ゆf"；ぷさんから. ;(1’l, .. t絞りよ
恨の育成資金として：mJiPIグ）；：，＇f!:ft
カζあリま した会

OJ.k京都i.L!RIえの市総久雄さんから

朝日目I町制Mi1(30同年記念にとJO
万円の寄附がありました。

o ~；京者llJ.k村山市のfl•ι也子~Ji さんか

ら．ij!Jj 1:1 BIJBlf制地行30｝司王子記念に

と10万円の奇附がありました。

7月11日－ 8月10日

J( 
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し
の
情
報

⑪
i共

円

h
X
U咽
l



｜多国の園経l

7月20日～8月19日
の全！lilt見稗交流大会を開催すると ころ

から．ニの臼. JI山の北陸ドl動車道樹
日インタ一正耐の同i草8号線沿いに．

「ピーチバレーポール誕生のまちJ の

アピールタワーを住設しました。

タワーの高さtl.8.55；‘で．手のひ
らにピーチノ〈レーボール（直後2人）

を来せたイメージを表現しています。

ボールは白と紙．手にあたるタワー

は背と （］ を基調にしています。

した．

:f ¥t持j:g千！i；大の}j々 でした。

桁H(行 HH~ lt!in久行

l需il F" H lt!lllf ~J雄
2 /fill II K井文人

3得H II 工総 ’Ji:. 
4 lffli II .'iiJ:f4:{U;: 

hli欠ii II 函｜司正時

ア月25日
城山子供会巡視船で体験航海

町制施行30周年記念

朝日ヤングフェスイバルを挙行

8月5日の日B催日に．今年で2

凶自になる朝日ヤングフェスティ

パルカヘ広島者海I~で絞り lよげられ

ました。

浜辺の特設ステージで＼朝日中

学校プラスパンドのサマーコンサ

ートが行われオープニング。みん

なで引っばろう地引き制には．海

水浴客約 600人も参加し網を引

いたが．かかったのはカニ l問。

そのあと．水 t綱引きやロデオ
などJ毎上のゲームで楽しみ． 正午

からは．いきいき線コ ンテストが

始まると．海水浴存もゆから l：が

勺て．ステージ1iiiは観衆でいっぱ

いになりました。また． 8JI12 H 

には．同じヤングフェスティ ノ〈ル

の第2~単として．ウイ ンドサーフ

ィンの議常会が行われ．女性6.r. 
を含む22名が受滋しました。

Vウインドサーフィンの..

8月19日
膏年・舎を開催

百年の政ir.~n~の一環として．民主

政治の人号本である歳会ルールをさf：ぶと

ともに． s’f王手の，nを町政に反映させよ

うと ． この日午後 l 時半から者~2 1 垣間！

日聞f1'f年決会が｜制かtLました。

N王手よ集会＇j..初lH町議会が今年から

1't聞がfJ'（の1fJ1jijj泊行制を以HIし.n問
答ft＇－ と も iiiU伐に~~附して発 コするニと

になったので.f1i］織の形式で議事が進

められました。

本的jJfJ伴制とな勺たため．質問者．

答弁者とも具体的な数字を上げて説明

するなど．内’＇fj.のiiぃ議会となりまし

た。主なt'i間内符tl.新庁？？の袋設に
ついて. Jf;~宇 UHfiセンタ一等の手fj用に

ついて．観光開発とPRについて．不

動吹j賞制：についてなどで．関連質問も

あリ.if；発なや；A集会とな：1）ました。

... ＿，.、j
....湿して質問する宵年・輿

会とー子供みこしコンクールが行われま

した。

各町内より23恭のイ・供みこしが参加

し.it~＼よく商店街を練り回リました。

また. ful時刻lに第2回朝日町綱引iき

l術大会が商工会館所jl.i::場で行わtし

男女23チームが熱戦を繰り広げ．男 r
(jJt.j保NB会が. !I: (-ti南保体協が優

勝しました。

d

司
完
成
し
た
タ
ワ
ー

ア月2~日
ピーチバレーボールのタワー完成

町でLi. 四I制施行30周年を記念し．

例日町で誕生したピーチノ〈レーボール

j
z画躍

ザ

ぎr

昔織品秘説u
－~ －－ ＇・ ．‘

二二三一金一一ー 副叫wー司戸開，－・v ・E咽． － 

ゐhit（－（！~会ti. 日目f1J29！手に結成され

今年で30年になります。そニてコこれ

をs記念し.i鋭卜j化交Ii＇の巡 悦脅；.，rくろ

べ」 にrot.会やf{I友会父f:tら l10r.か
分水し て体験航泌を行いました。

j引制；｝「くろべJ ti.会長63.35ん．

中j,¥7.旅人．総 トン数 499トンのI’lL、船

で． lti1:':j i~ 11'.t. l約／ ， ト (If与1生約30・”J

までII＼せる。

この刊は．山山新港をIll発し

て.（（•.ilt1IU1l1まで約 1時間半の航

海でしたが. ~栄町立本では． レー

ダーをのぞかせてもらったリ．

カジを取らせてもらったリ．人・

1変楽しt、自主i&iになりました。

ア月28日
子供みこし！院演会

28 fi f支．郷土芸能の獅 f1.'t人

ア月24日
第4分団4位に入賞
7 1)2411. ·1;1111 t1山内~｝）＇下位l ニ J;l 、 て

り，l ド消防1·11!\1~21 チームが参加して．

~~35lnr，·：；； 山県，＿.ii'il;Jil州i'mn弘法人；会か

｜別fir・きれました、

<•JI I l関Iからは.・Ai .1 分H'I カ： f~Jととし

て9待Mに／［＼t易しま した。炎A;vでは
ありましたか．泌lI i主伐のj,(,,.Jll練の11X:

＊ーを l分光拘iし． ~n .i 1.1：に 人'ftしま

4
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発
想
の
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必
要
で
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る
と
、

日
本
剛
地
図
ガ
逆
巳
し
て
あ
る

4

司
由
。
施
予
さ
ん

V篤4分団のキピキピした演筏

ア月20日
田中雅子さんあいさつに

ti"王手iffi外t6/iM震の59if.J主総 l次派j立
隊iiとして1+i本・グ〉，、ラグアイの，I＂下校

教識として 2if'・ Ill!赴任する川ti’制I:f-さ

ん ｛点心＇＂悶f.2-1 .:.¥.. i；~ 山県 111.i:.t 行！i

I r, lカ・21川1にj¥(:Jめを..Ji it. .~：的関Ii毛

に4土ff:のあいさっそうれま した

Ill I I 1さんは.llfHll 5H rt'・ :i J Iに子P.ii：大

'IfJ. ff•＂ 店1；を令： 1色き il. {illl~.~ Jj＇（ニ fh 
めてねられたか.ill似 し.Ill＇秋に1i・われ
た11i"r1~ i!ti外16/i)J隊にlじりして｛；－f'i号、こ

れまでJ時点をwんでニらit. 7 J Jl5 H 
のHI売を11iiに．赴任のあいさつにみえ

たもの。

ィ、’下’1'.11.~Iにからの，i，がかなりたわけ
て＼どニま でペ’れるかイ；1去もあります。

でも It(［~！~りますと ）J •)3! l、J然を伐して

j・fかilました。

ア月23日
「まちづくりを考えるJ.演会
7 JI 2~ LI ( JJ 1に 午後 7 附から約 3U.~

i::1にわたる P決しいまちつくリを 号－え

る』，J.i両会がllflかれま した
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本
の
紹
介

朝日町立中央図・館

「
ト
短
調
の
子
守
歌
」

赤

川

次

郎

げ
ぷ
の
ア
イ
ド
ル

・
ス
タ

l
小
怯

似
麻

f
は
．
品
開
…
い
歓
山
に
包
ま
れ
た

新
山
発
ぷ
の
州
、
附
れ
や
か
に
微
笑

ん
だ
。
し
か
し
、
そ
の

一
時
間
後
、

麻
子
の
巡
九
州
を
狂
わ
せ、

H

t
φ

小
の

人
々
を
テ
レ
ビ
の
仰
に
釘
っ
け
に
す

る
が
刊
が
待
っ
て
い
た
。

,.;;:・ 
「
ふ
た
つ
の
結
婚
指
輪
」

今
村
優
理
子

新
婚

一
年
で
急
逝
し
た
犬
。

人

ふ！二つ .7)
給女各~~ 斡

令付時理子

で
過
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